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我が父ハリール・ブヌ・シャーヒーン

‘Abd　al－Basit　al－Hafiafiの記述の比較研究

菊　池　忠　純

1　はじめに

　15世紀マムルーク朝をめぐる国際環境は大きな変化にさらされていた。地中海をめぐる地

域ではキプロス遠征に見られる十字軍勢力との関係，オスマン朝の勢力拡大，イベリア半島に

おけるキリスト教徒勢力の拡大，北アフリカ・マグリブ地域におけるイスラム諸王朝の再編

成，一・方インド洋地域におけるポルトガル勢力の進出による急激な変化，呂州アジア，イラン

のティムール朝との関係またイラーク地域におけるトゥルクメン族との関係などである。

　そのような状況のもとマムルーク朝時代の年代記は当時の様子を活写している。しかし現

在までのところ15世紀の半ばから16世紀はじめまでの部分はそれ以前の時代に比べると比較

的手薄な印象を受ける。D

　本稿は，はやく19世紀初めにVolney，　C．　F．にその重要性が注目され1894年にパリで校訂本

が出版されたKttdb　Zubdat　Kαshf　al－Mα緬励の著者ハリール・ブヌ・シャーヒーンの生涯

（813／1410－873／1468年）2）を彼の息子‘Abd　alB言si㌻（844／1440－920／i514年）の記述から検：討す

るものである。また同時に‘Abd　al－Basitの歴史書の特徴を同時代の歴史書と比較する事で

検討する目的もある。

　ハリール・ブヌ・シャーヒーンについては早くから注Bされていたにも拘わらず意外に研

究が少なく，また彼の著作は，最初に注目されてから1琶紀以上が経っているので，現在の研

究状況の中で再検討そして再評価すべきであろう。

I
I
［

　盤で訳出して検討する史料は‘Abd　al－Basit　al・！lanafi3）の歴史書αr－Raw4　al－Bdsi7n　fi

Hawddith　al一　‘Umr　u，a－t一　Tαrdy’im（Vatican　Library，　Vaticano　Arabo，728，729）の873年の年代記

部分（mutajaddidat）に続く，名前のアルファベット順に並べられた岡年に没した人物の伝記

部分（tar邸m　al－a‘yan　wa　wafay盃thum）のハリール・ブヌ・シャーヒーンの項目［Vaticane

Arabo，729（vol．　H）；fols．229b－234b］（図1は始まりの部分fol．229b）である。ハリールの記
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事は同書の年代記部分をはじめ同じ著者の別の著作にも散見するが本稿では関連する記事に

少々触れるのみにする。

　ar－Rawdは890年代に執筆を終えた，著者の誕生年である844／1440年から874／1469年までの

30年問の年代記であるが，そのうち14年分全てとその他5年分については部分的に欠落して

いる。従って本文で「前述のように」と指示されていても現在の残っている部分に該当個所が

ない場合が多い。そのなかで著者が同時代史を書く一つの原因であったと思われる父の生涯

を顕彰した伝記部分が完全な形で残っており，彼をめぐる社会的環境を知るためにも有益な

情報を提供している。

　これまで刊行された史料でハリール・ブヌ・シャーヒーンについて伝記情報を伝えている

のは多数に上るが，まとまっているものとしてはIbn　Taghri　Birdi［a1－Ma曲al，　V，258－61；ad・

Dalll，玉，291］とas－Sakhawi　［aq．paw’，　III，195－7；Wajlz，　II，808］また玉bn　Iy2s　［Bada’1‘111，25］が

あり，それぞれの年代記部分にも岡じく散見される。

　Ibn　Taghrl　Birdiは，著者とは年長の隅時代人である。著者はal－Manhal，　V，258－61に当た

る部分を読んでいる4）。as－Sakhawiは著者にとって歴史を書くにあたっての先生である。ま

たlbn　lyasにとってはas－Suyatlと並んで著者は師にあたる［Er，　III，　812－3，　art．，“IBN　IYAS”

by　W，M．　Brinner］。本稿ではこの三人の叙述と比較して，この著者の父ハリールの伝記を検

討する。方法としては便宜的に記述をIOの部分に分ける。そしてそれぞれの節の後に関連す

る記述との比較と特徴を述べることにする。

1．

（vel．　ll，　fol．　229b）　’　’　’

Khalll　b．　Shahin　ash－Shayhi　as一＄afawl　a？一Zahirl　al－Maqdisi　al－Q2hiri　al－Banafi　al－Amir　al－Wazir　a＄一

＄aり三bGhars　ad－Din　Abg　aS一§afa，彼はNa’ib　aHskandariyaとして知られている。彼は（私の）父である。

神よ慈悲をもって彼をお守りください。そして天国で安楽に暮らせますよう。

　彼は811年または813年Sha‘臆n月ll日あるいは13日金曜Rイェルサレムのa1－Madrasa　al－Khatuniya

で生まれた。

　当時彼の父（Shahln）はその町の圃ibでまたshadd　‘ala－1－qumamat（聖墳墓教会管轄財務監督）であり

後にナーイブとなった。

　彼が誕生した頃，母は病気であったので大カーディのash－Shaykh　Burhan　ad－Din　b．　ad－Dayrlの母

が乳母となった。従って父はよく自分はash－Shaykh　Burhan　ad－Dln　b．　ad・Dayriの乳兄弟であると

雷つた。私は彼女が我々のシャイフであるShaykh　al－lslam　as－Sa‘d　b．　ad－Dayriの母かどうかは知らな

い。

　誕生についての不思議なことに次のような話がある。彼が生まれる前には女の子しか生まれなかっ

たので，母は男の子を望んでいた。妊娠したとき，彼女はイェルサレムから預言者イブラーヒーム
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（Khalll）の墓があるヘブロン（HibrGn）の町に嶺かけ，夜に聖域に入りお腹を床につけて，男の子を授け

ていただければ，貧者のために多額の喜捨をして，子供に1〈halilと名付けることを誓ったところ，果た

して神の許しで男の子が産まれ，そこで彼をKhalilと名付けて誓ったものを捧げた。彼女は，50デd一

ナールで購入した真珠がついた金のイアリングを彼につけさせ，無事に7歳になればイブラーヒーーム

（Khalil）のための誓いの箱の中にそれを投げ入れると誓った。

　彼はイエルサレムで育ち「コーーランdiを暗記した。彼は賢明で理解力に優れ機敏でまた優雅な振る

舞いを持っていた。彼はイェルサレムの知識人の教えを受けた。

、ここで挙げられている4日とも金曜臼とならない。本人から直接聞いたというlbn　Taghri

Birdi［al－Manhal，　V，258；ad－Dalil，1，291］と息子‘Abd　al－Basitが書いた彼の伝記の要約を見た

というas－SakhEwiの記述から813年Sha‘ban月が妥当と思われる。また彼の別の年代記であ

るNaylには生年は記していない［Nayr，　Hunt．610，　fols．206b－207a］。場所についてはal－HAra

al，Kh5tuniyaが正しいと思われる［ad－paw’，　III，195－7］。　Ibn　Iyasの793年説は史料に錯簡が

あると思われる［Bada’i‘，　III，25］。また今までのところ他の史料で，　Sh2hinがイェルサレムの

ナーイブであったという記述は発見できなかった。

2．

　父Shahinは，岩時イェルサレムで公職についていなかったAmir　MajlisのShaykh　aS一＄afawiから

ag－zahir　Barqitqが購入したマムルークの一・一・人であった。彼は元はTatariという名であったが，　Saray

の町で改宗してShAhinという名を名乗ったと欝われている。というのはa移ahir（Barq臼q）の王朝

　（在位784／1382－791／1389，792／1390－801／1399年）の初めにはタタルは憎まれていたからである。

　Shahinはag－Zahirの死後暫くしてから，イェルサレムの翠ajib職の後shadd　al・qum6matそしてan－

NaSir　Faraj（在位801／1399－808／1405年）の宋学にはナーイブに昇進した。　an－N巨§ir　Farajの死後，生起

　した反乱の時には政治から身を引きイェルサレムに居住した。嶺時彼は勇気と権力があることで有名

　な者の一入であったので身を偽っていると需われた。

　al－Ashraf　Barsbayがスルターーンになると（825／王422年），彼はカイロに向かったが，これは2度fiの

　ことで以前はa舜ahir　Taζar時代（824／1421年）の初めに出向いたことがあった。この度はしばらく滞

在した後（8）27奪あるいは（8）28年になってal－Ashraf　Barsbayは公職なしで毎月3000ディーーナールの

給与と肉やかいば等現物を支給した。／［fol．230a］また馬を与えることも約束：した。彼は人々から身

　を引いて館に待機したが，しばしばal－At2bak　Baybugha　a1・Mu4affariを訪ね，彼と共に狩りに繊かけた。

彼は動物や鳥や狩りの知識が豊かだったので同行を求められたのであった。al－A励akは，なにがしか

　を彼のdiw2nから支給した。このことからある考はこのal－Atabakに仕えたと述べる者がいるが，事

　実は以上のようであった。

　　834年彼はカイmで没した。彼の妻，つまり父（Khalil）の母であるas・SltゼA’isha　彼女の伝記は

　（この本の）（8）57年の部分で述べたが　　の父Asandamur　ash－Shayhiのカラーファのturba（朧）に埋

　i葬された。

　　父（Khalil）は彼（Shahin）の死後ad－Dawadar　al－KabirのUzbak　al－Ashqarに仕えたが，子供の待遇で
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召使い扱いではなかった。というのは彼は同僚（khushudash）の子・供であったからである。彼はShadd

‘ala－1－Allwash　as－SulVaniya（スルターン所有物件を管轄する監督）とされ，狩りについて意見を求められ

た。彼は彼を年少であったが賢明であったので，近くに侍らせ重網した。これはUzbakが無役でイェ

ルサレムに向かうまで続いた。

　al－Amir　Shaykh　aS一＄afawiは，al－Malik　a名一瓢hir　Barqaqのアミールの一人で要職を占めて

いたが800年からはイェルサレムに公職につかず滞在した後，8el／1398年Marqabの牢獄で死

亡：した人物であることから［a韮一Manhal，　VI，312－4］5），彼がas－Safawiのマムルーークであったの

はいつからかは不明であるが800年頃からイェルサレムに縁ができたことが料る。なおこの

人物との関係はKhalll自身が話した雷葉としてIbn　Taghri　Birdlが伝えている。

　828年頃［参考ad－Daw’，　III，　i95］一i家はカイmに移った。　Shahinがカイロで狩りの才能を生

かして仕えていた人物について，この記述には二人の人物すなわちal－At5bak　Baybughti　al－

Mugaffarl（d．833／1340年）とKhalilが仕えたアミールUzbak　ad－Dawadarがみられる。　al－

A励ak　Baybugha　al－Mu4affariは827年入牢以後ダミエッタとイェルサレムで待命状態で

あったこと，またIbR　Taghri　Birdl自身が臼嘱したと伝えていることから親子二代にわたり

仕えたのは後者のUzbak　ad－Dawadarであると考えられる［al－Manhal－Wiet，105；al－Manhal，

V，　258］。彼はad－Dawadar　al－Kablr職に827から31年まで在職して後，捕らえられて以降無職

でイェルサレムに向かい，そこで838／1430年疫病で死亡した人物である［ad・paw’，　Il，273］。

この記述では，ShahinについてもKhalilについても彼のマムルークでなかったことを強調し

ているが，それは著者‘Abd　al－Bきsiζが常に批判の対象としていたIbn　Taghrl　Birdiの，マム

ルークであるとの記述を意識しての叙述である。又著者の歴史の師であるas－Sakhawiが

はっきりとマムルークと記述していることを意識してであろうか，Uzbak　ad－Dawadarと

Sh2hinがkhushud2shであったので1〈halilは子供の待遇を受けたというのは苦しい叙述であ

る［aφ一Paw’，　III，195〕。

　ShahiRの没年834年は写本では明瞭である。しかし文脈から判断すると828年から831年の

間のことでそれも30年か31年目あったと思われる［参考aφ一1♪aw’，　III，195］。妻の父はその名

前からアウラード・アン・ナースであると考えられよう。

3．

　父は人々から離れて，宗教的知識の勉学に励んだ。彼は，有名なウラマーに学んだ。…　　（中

略）…　　このように，イスラム世界の東西から，インドやペルシアやルームその他の地方のイスラー

ムのウラマー，またエジプトやシリアのシャイフ達であった。何人かの有力者は彼が法意見を述べた

　り教授することを許可した。

　彼は惑代のハーフィズでありShaykh　al－lslamのlbn耳ajarのところに，ハデK一スを聞きにたびた

び磁かけた。又彼の傭掛かの著作についても聴講した。彼はイジャーザを受け同席したすべての人々

がそれを証書した。・・（中略）…　詩や書簡をやりとりし，師は彼を好み彼の歴i史書Inba’al一
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Ghumr6｝の各所で彼に護及した。私は，やり取りした詩や二月を後で述べることにしよう。

　彼のハナフィイー派法学を中心とした教育についての記事はこの記述が一番多く情報を伝

えている。略した部分はカイロで10人，ダマスカスで11人の教えを受けた教師の名前が上げ

られている。それぞれについて彼との接点の検討は旧稿に譲るが，何人かの名前を上げると

乳兄弟の場所で触れられたas－Sa‘d　b．　ad－Dayri，著者の先生でもあるal－Ka廊，歴史で有名な

al．Badr　al一‘Ayniやa1一‘Aiam　al・Bulqinlが見える。　Ibn至｛ajarとの関係は有名であり，as－

Sakhawiの手元には「彼がIbR　Halarやその他の人々とやり取りした書簡」があると述べてい

る。また「彼の息子（‘Abd　al－Basi㌻）は私に自筆で彼（Khalil）の伝記を書いてくれたが，そこに

は我々のシャイフ（lbn　Hajar）が法意見を提出したり教授する許可を与えたと書かれている」

とある部分はこの記述を髪髭とさせる［ad－paw’，　HI，197；Bada’i‘，　m，25］。

¢

　Uzbakがイェルサレムに追放された後，彼が人々から身を遠ざけていたとき，その名声を聞きal－

Ashraf　Barsbayが彼を求め，lbn　a＄一＄ughayyarに代わりNa4ir‘ala－1－Kha＄＄bi－th－Thughr　as－Sakadari（ア

　レキサンドリア・スルターンの財務監督）に任命した。彼はうまく職務を執行したのでal．Ashrafは気

に入り，職務にN的ir　adh一千akh1ra（（アレキサンドリアの）スルターンの財庫監督）職をつけ加え，嶺地

での香料の売却を任せた。次いでそこのal－H邸bに任命した。さらにそれらの職務に加えて彼を，

Janbak　ath3臆r7｝に代わりナーイブに抜擢した（837年）。これは稀なことと考えられる。というのは

ナーイブを監督するアミールのようであったハージブがハージブ職を監督するナーイブになったから

である。彼は自分に代わりナーズィル職とハージブ職を担当する曹を任命した。彼はこれらの職務を

立派に果たし，彼の統治は感謝を持って迎えられアレキサンドリアの入々は彼を好んだ。／（fol．230b）

彼はカイロに参上したところ，al・Ashrafは彼を歓迎して軍人と王朝の有力者の集まりで彼に感謝の意

　を表した。

　そのころ彼は，（この書物で）前にその伝記を認したa1－Khwand∫u｝banの姉妹と結婚した。

　彼はアレキサンドりアに簾り，職務に献身すると岡時に当代のアレキサンドリアの知識人と集まり

　を持ち，またハディースを聴いた。

　831年Uzbakが捕らえられた［adのaw’，　H，273］後al－Ashrafに仕えることになる経緯につ

いては記述は簡単でまた彼の社会的背景を考えるのに重要な部分を書いていない。すなわち

Ibn　Taghri　Birdiとas－SakhaWiは共に「彼は妹の炎（Sihr）のal－Khawaj盃Ibrahim　b．　Qarmish

の仲介でスルターンal－Ashraf　Barsb5yのマムルークとなった」と述べている［al－Manhal，　V，

258－9；ad－paw’，　III，195］。　al－Khawaja　lbrahim　b．　Qarmish（d．856／1452年）は，父の代からの奴

隷商人でこの時代に活躍した人物である［ad－Daw’，1，118］。彼の妹，すなわち著者のおばが奴

隷商人と結婚しておりその夫の影響力でスルターンのマムルークになり窟職を歴任する始ま

りについて著者は明確に述べていない。アレキサンドリアで王朝として重要な香料貿易に従
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事していたことは彼の有能さを示すのであろう。

5．

　その後彼は何度も職務からの辞退とカイロに参上する許しを求めたが遂に承認された。彼は参上し

　たとき既にAmlr　TablkhAnatの地位：に加えてal－Bash王qijn（？：不閣）を持っていた。彼はアレキサンド

　リアから参上したときTablkhanatと同様の地位で参上したと書う考がいるが，彼は間違っているし嘘

　をついている事になる。というのはその地位は既にTablkh撫ゑt以上の地位であったからである。彼

は既にMttqaddam　al－Ulitfと共にスルターンとの集まりに参加していた。次いで鋳造所のナーズィル

　（Nazir　Dar　ad－Darb）の職務が加わり（839年），次いでaL晦jl　bi－1・Mahmil（巡礼朗）のアミールに任命さ

れた。彼は（8）39薙巡礼団を率いて巡礼した。以繭父（ShAhln）と巡礼をしたことがあったので今國は

彼にとって二回Hであった。

　彼は巡礼から戻り復職した。また彼はShaykh　aHslam　I雛翠ajarのハディース講義の集まりにしば

　しば参帯して彼や彼以外のウラマーから大いに学んだ。彼の館でウラマーに囲まれた集まりがよく

あった。

　次いでal－Ashrafは彼にワズィール職に就くように求め，彼は固辞したが強く求められ義務として強

いられた。（8）40年に彼は，その地位についた。短期闘その職にあったが彼はその職に相硲しくない物

事が半胸辞職を求め認められた。

　彼にはTablkhanatの地位が残った。次いでスルターンの儒頼を受けて‘Umar　Shahに代わりal－

Karakとash－Shawbakのナーイブに任命された（841年）。当時…カラクのナーイブ職は，重要なナーイブ

職の一つであった。そしてその城塞は財産の所蔵康と穀物の収蔵瞳であった。

　　父は私（‘Abd　al－Basit）に次のように言った「al－Ashrafは私をカラクに佳命したとき，私の顔にカイロ

　を離れる事に不満げな様子を見て私釜で次のように言った「そなたはカラクに何故私が任命したのか

存じているか」。父は鞭った「私は需つた「はい，主慰たるスル帰一ンは私に御尊顔を拝するという私に

　とってカラクが1000あっても，より貴重なことから遠ざけるためであります。私には耐えられません」

　そこで彼は次のように述べた「いや断じてそうではない。私がそなたにそこを任せるのは私の息子の

　ために避難地と財庫にしてもらいたいためなのだ。近く私は死ぬであろうJ。彼は弱っていた。彼は

　自分自身に以葡とは違う気分を感じていたようであった。死の病の始まりであったがまだ外には現れ

　ていなかった。次いで彼は言った「私が死ねば，彼らは私の患子に反旗を翻し，彼は避難のための要塞

　が必要となりそなたのもとに行くであろう。そなたのもとには彼の母も同様な彼のおばがいる」」。彼

　（父）は覆った「そして彼は私に多くの責任を持たせた。このためにal一‘Aziz（在位841／1438－842／1438

　年）がスルターーンの役割を尖い，彼のことについて様々なことが需われ，それは需われた通りのことで

　あったが，そのとき，彼はカラクの彼の母方のおばの夫のところに向かったのである」。これこそ（次に

即位したスルターン）a孝一簗hlr（Jaqmaq）（在位842／1438－857／1453年）が父をカラクから免職させた理由

　であった。

　アレキサンドリアから戻ってきたとき位階がTablkhantitであったかそれ以上であったか

についてやや激した口調の叙述は再びlbn　Taghri　Birdiとas－Sakhawlに向けられたもので
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ある［al－Manhal，　V，259；ad－paw’，　III，195］。ワズイール職の在職期間について840年の短期間

とあるが，　as－Sakhtiwiは短期間とのみあり文脈から84e年の巡礼の前とわかるだけである。

また王bn　Iyasは839年Ramadgn月から840年§afar月まで，　Ibn　Taghri　Birdiは839年Rama⑫n

月7日月曜日からShawwal月8日までと確定できない［ad－paw’，　III，195；Bada’i‘，　II，169，172；

al－Manhal，　V，259］。後任者との関連で奮えば正bn　ly2sの上げている840年Safar月までとい

うのも無視できない。S）

6．

　　（さて）父はカラクに向かい約2年問いた。その後その職を解かれAqbugha　at．Turkmaniと交代した

　（842年）。彼は公務がない現物支給のアターバク待遇でサファドに派遣された。父はカラクから去る

　ときに，快く穏便にa4－lahirへの賞賛の言葉と共に，Aqbughaに引き渡したという知らせがa4－zahir

に腐いた。それは彼がa4－zahirの王朝と彼の統治を大いに尊重していたためであった。これ（引継の

様子）はこれまでにないことであった。

　父はサファドのアターバク職を管轄したが，嶺時そのナーイブは／（foL　231a）アミールlnal　al一‘Ala’1

であった。彼はその後スルターンに即位した（この本で〉前述したal－Malik　al－Asllraf（inal　al一‘Alfi’i）

　（在位857／1453－865／1461年）である。彼らはすぐに親密となり，Inalは常に彼の館に騎乗してやって来

たものであった。両者の間には確固とした友情と以前にも増した好意があった。しかし彼がスルター

　ンになった後，この結果は現れなかった。それは我々はこのal－Mallk　al－Ashraf　Inalのスルターン時代

の初めに父がカイmに参上したことを述べるところで明らかにしよう。

　父はサファドに短期聞いたが，そこでダマスカスとアレッポの二人のナー・一・イブlnal　al－Jakamiと

Taghri　Birmishの反乱が起こり軍が派遣された。父はサファド軍とともに娼発した。それに対して

inalは，「あなたは奉仕や遠征の義務はない」と彼に言ったが，父はサファドに留まることに同意しな

かった。かねてから彼には優秀な軍とよく仕えるマムルークがいた。そこで彼は次のように言った

「私はスルターンの重要事から背を向けることはない」。そして彼は出発した。

　Inalによって最初はスルターン軍9）が敗北したが次に逆にlnal　al－Jakamiを破ったということが

あったときのことである。（最初の敗北で）彼らの軍旗が倒れてしまい，そのH父のマムルークの一人

Asandamurの手にあった父の軍旗以外は残っていなかった。彼はその場所を離れなかった。軍は退

却していたが（それを見て）この軍旗の下に集結し進撃して至nal　al－Jakamiを攻撃して破った。　inalの

状態は彼らに栄誉を与えた。父はこの混乱の中で地上にあるInal　al－Jakamlの戦斧（tabar）を見つけ，

拾い上げそこに17の刀傷を見つけた。父はそれを，a多一簗hirがアターバク職からダマスカスのナーイ

　ブに任命してlnalとの戦いに派遣していたAqbugha　al－Timuraziのもとに持って行った。そして彼に

　それがIn21の戦斧であり，彼が死んではいないか死にかけていないのであれば，彼の戦斧が手から落

　ちることはないと知らせた。名士の一団が到着したが彼らはそれがlnalの戦斧であることを知って

いた。そこでAqbughaはa舜ahirに書簡を送り，状況とInalの敗北藍田の軍旗のこととIna1の面面

　の発見を知らせた。これら全てはinalの件が解決して彼を捕らえる前であった。彼が捕らえられる

　と，伝令がこのような場合の常として次々と送られ先の伝令が次の伝令と鉢合わせをするぐらいで

　あった。
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　az－Zahirは状況を知り衆人の前で彼に感謝した。そして璽nalが捕らえられたというニュースが到着

するとa4－Zahirの喜びは増し，Taghri　Birmishの兄弟恥san　Qaj巨に代えて父をMal碩yaのナーイブに

任命した。そして彼に任命書と栄誉の品々が送られ，また多額の金額をあたえるように命令した。ま

た彼はそれ以上の地位が空いていれば彼を任命するところだが今の所はその地位にしか任命できない

と説明した。

　カラクのナーイブ職そして王朝の交代と共にサファドのアターバク職そして後にスルター

ンとなったイーナールとの交友それに842年に起きたInal　al－Jakam1とTaghri　Birmishの反

乱での手柄とマラティーヤのナーイブ職就任の経緯が語られている。Ibn　Taghri　Birdiの記

述はこの部分脱落がある。「841年Rabl‘1月5B土曜Hにカラクのナーイブに任命されしば

らくその職にあり，免職され同年末MalatIyaのナーイブに移されたがそれはそのナーイブの

￥asan　Shahが兄弟のアレッポのナーイブTaghri　Blrmishと反乱を起こした後のことであっ

た」とあるが［al－Manhal，　V，260］，これは校訂者が注でad－Daw’，　IH，195を引用して述べている

ように，問にサファドのアターバク職に任命された部分を補うべきである。10｝

7．

　彼はTaghri　Birmishとa1－Jakamiの件が終結した後にMal罎yaに向かい，しばらく職務に就いた

　（842年）が，そこでIA　（’Abd　a1－Basit）が生まれたのである（844年）。

　この職務に在任中に彼はa移ahlrへの莫大な贈り物を持ってカイロに参上したところ，彼は到着に

際して宴を開き厚くもてなした。彼はMalatiyaから辞任を求めたが受け入れられず，丁寧に断られ彼

は戻された。

　彼はMaiat1ya在任中に学問に励み何冊かの書物を書いた。彼が主催する集まりには当地の有徳の

　ウラマーが娼下した。

　　しばらくそこに留まり再びカイロに参上する許しを求め，葡回に勝る見事な様子で入城した。

　彼とそのナーイブのQanibay　al一翠amzaw1との間には反臼があった。これについては（この本で〉前

述したが，彼（ナ・・一一イブ）はa4一簗hirへ告発状を送り，スルターンの評判を傷つける降の元凶として彼を

名指しした。そこでa移ahlrの命掛が発せられ，彼を鎖につなぎアレッポの城塞の獄に幽閉した。／

　（fol．231b＞彼は短期間そこに繋がれたが名士の一膨が伸介した。その中にはal一期fi4bn晦arがいた。

a写・舞hirにアレッポのナーイブの霞論見が明らかとなった。そこで彼は彼を釈放して現物支給と共に

Madlnat　Qaqifn（を与えた）が，彼はイェルサレムに滞在した。そして父はヘブロン（Madinat　Khalll）　C：

居住する許しを求めそれは許可された。ag・zahirはQnqtinに加えて幾つかの地区また手当を与えるよ

　うに手配した。

　彼はa4一舞hirに，巡礼の許しを求めたがそれが許可されるとともに多額の金額が送られてきた。そ

　こで彼はヘブmンからマムルークの一部と共に巡礼した。これは彼の3圓浸（の巡礼）であった。

　　スルターンは彼をカイロに招いた。彼がスルターンの前に参上すると，スルターンは敬意を表して

　立ち上がり彼を座らせ，イェルサレムのナーイブに任命した。これは（8）50年のMu恥rra磁月のことで
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あった。又彼にダマスカスのtaqdimat　alfの地位がつけ加えられた。彼には多くの晶物と1000ディー

ナールが与えられた。彼は，そのナーイプ職に就任するために出発し，彼は1年弱それを管轄した。そ

の後辞職を申し出て認められた。

　彼はtaqdimaの身分でダマスカスに向かうように命令され，書面で彼はダマスカスの左翼軍のア

ミールになるように指示された。彼はそこにしばらく滞在したが彼の館の門の前では複数のal－faqara

（太鼓の一種）が叩かれた。これはダマスカスにおける彼についての稀なことの一つである。ダマスカ

スのナーイブやアターバクや大ハージブ以外に，このような（ことを行う）新しい習わしはなかった。

その他の千人長（muqaddam　al－ulgf）といえば全て二つの大太鼓（㌻abl）と二本の笛（zamr）が叩かれたり

吹かれたりした。

　Jahfin　Shahの攻撃からアレッポを防衛するために軍が繊発したとき，父は誇り高く強い意志を持ち

出発した。

　脅威が取り除かれたとき彼はカイロに参上した。a4－zahirは彼を寛大にもてなしal－kabsh地区の

Tamurbayの館に滞在させた。彼（スルターン〉は彼と私室で親交を結び，彼に信仰や俗世の諸問題や

王国の統治状況（柚w言1Qawa‘id　a豆一Mamlaka）について沢山質問したものであった。そして彼にダマス

カスで保持していた地位に加えて20人長の地位と以前にカイロに滞在していたときに彼の名で支給さ

れていたもの，またイェルサレムのadh－Dhakhira（スルターンの財庫）から彼の子供達に支給されてい

たもの以外に1000ディーーナールを与えた。

　彼はダマスカスに戻りしばらくしてag・％hlrに（個人的な）巡礼の許可を求めた。それは許可されな

かったが，スルターンは次のように述べた「彼が一人で向かうのは相応しくない。もし彼が集団を率い

て向かうのには多額の支lfiが必要である」。（はたして）次の年度に彼はシリア巡礼団のアミール職に

任命され，晃事な礼服と金の鞍と金糸の刺繍がある鞍覆いを特に置いた乗り物が送られた。又準備の

ためにダマスカス要塞から5000ディーナールを与えるよう指示があり，彼はそれを受け取った。彼は

それに同額かそれ以上の金額を自分の金でつけ加えた。彼は見事な様子で巡礼に鵬発したが，私（‘Abd

al－Basi；）はこの年に彼に同行したのであった。すばらしい巡礼であった。

　Malatiyaのナーイブ時代は辞任を何度も求めているが彼にとって実りある4年問であった

ことは，ここにも述べられているが，vol．1，　fol．　64aには846年の年代記部分に彼の主著である

κf励Zttbdat　Kashf　al－Mamdlth　wa　Bαydn　a．t－Turuq　wa－t－Masdlthの完成の様子が述べられてい

る。「al－Muりarram月4露火曜日Mal曄yaで，父は大著　Kαshfの要約であるZubdαt　Kαshf　al－

Mafnaltleという題名の書物の執筆を終えた。　Malatiyaのカーディーであり徳のある知識人で

書に堪能なカーディーM晦ammad　al一琴anafiカs書写して，al一三hlrに献上した」。2度目のカ

イロ参上の際に辞任の意向が受け入れられた理由の一一つであったかもしれない。

　「そのナーイブのQanibay　al・Kamzawlとの問には」とある部分にはその前に脱落部分があ

ると思われる。カイロの記事に続いてではあるが，847年Jurnad2　II　Ji　2e　M月曜日アレッポの

A励ak職就任とそこのナーイブで843年から在任していたQ巨nibAy　al一国amz盃wl（d．

862／1457）との確執について述べている部分である。［al－MaRhal－Wiet，268－9］。　vol．，1，　fol．
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22bの848年の年代記部分によるとアレッポのAtabak職免職はJum2da　Il　E　2日月曜日で

あった。

　854年にカイロに来た彼はlbn　Taghri　Birdiの館を訪問してしばらく会見した。「私は彼の

詩と歴史の草稿を見た。彼は私に幾つかの分野の著作があることを述べその題名を挙げ，自

作の詩を詠んだ。特にアレッポのAtabak職を免ぜられた際の状況を明らかにしょうとスル

ターンに与えた詩を聞かせてくれた」。それに続けて6樹の著作を上げている［al－Manhal，　V，

260－61］。この中には主著であり8年前には完成していたZubdaや関連する行政の手引き書

類は言及されていない（表2参照）。伝記集al－MaRhalにおけるIbn　Taghri　Birdiの彼の伝記

はこの年までで終わっている。奇妙なことに，873年目没年までを伝えているas－Sakhawiは

彼の息子（‘Abd　al－Basi㌻）が伝記を短く纏めたもの書いてくれたと言ってはいるが，伝記の最

後！は「lbn　Taghri　Blrdlが述べるところによると」として上記の文章を引用しており，著作につ

いても購じ6雛を同じ順序で上げているのみである。［aq－Paw’，　III，197］。

8．

　巡礼から農ると既にa多一zahirは亡くなって，　al－AshraHn烈がスルターンであった（在位

857／1453－865／1461年）。彼は慣例に従って2度冒の巡礼のアミ・一…ルに任命された。（この度は）3つの

　ラクブ即ちシリア，アレッポ，カラクの巡礼団がつけ加えられた。彼に2000ディーナールが送られた。

彼は（彼自身の）5度目の巡礼を果たした。

　何ヶ月か（ダマスカスに）居た後，彼はカイロに向かった。それは，もし神がイーナ・・一一ルに王権を与え

　たならば彼は許可なく参上するというかねてから彼とイーナールとの閥で約束していたことであった。

彼はこれがなされたと考え，（この本で）前述したように参上しようとした。（しかし）a1－AshraHna｝は，

彼を（既に到着していたシナイ半島北部の）Qa㌻yaから（ダマスカスに）戻るようにさせ，彼に書簡で詫

びるとともに，謝意を表し様々な品物を遣わした。彼はダマスカスに戻り頻繁に現在就いているダマ

　スカスのtaqdimaからの辞任を申し出た。（この本で）以苗明らかにしたよう，その願いは間もなく叶

　えられた。

　彼（スルターン）は父にタラー一一プルスにおける現物支給と共に公務がない20人長の待遇（imrat

‘ishrlna）を与えた。（この本で）甫述したように彼は（8）59年にそこに向かい，しばらく滞在した。彼は

奉仕やその他の公務から自由であったので，彼は書物を読みハディースを聞き，学んだことを朗唱する

　ことに熱中した。／（fol．232a）彼はこの休息の時期に何冊もの著作を著した。また彼はそこに館と

ザーウィヤと本人が埋葬されるための墓を建設した。（墓は）建設には何年も掛かった。彼はタラーブ

ルスから出て何年もその地を離れていて，ようやく戻った後突然亡くなったが埋葬されたのはそこで

　あった。あなたはその事情については追って知ることになりましょう。

　　タラーブルスでは彼にとって休息と安寧の時期であった，その地の名士は全て彼を褒め称え彼を頻

繁に訪問した。彼はal・Ashrafに手紙を送り前述の（…　　この部分一字不明・・・）を伝えた。　al－

Ashrafはこれが届いたとき喜び，彼に良きことを思いださせた。それから彼は古くからの交友にもか
，

　かわらず，彼の王朝で彼を重用せず彼を昇進させなかったことを自ら恥じて，彼をダマスカスのamir
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ζablkhanatに任命した。彼は書状を送り相応しい職位が見つかるまで公務なしでいるようにと指示し

て，彼に重用することを約束した。そして口頭で彼に（…　　この部分一字不明…　）を厨指す彼の

霞的を伝えた。

　父はダマスカスに（8）64年の末に向かった。その後すぐにal・Ashraf・lnalが亡くなった。

　彼の患子al－Mu’ayyadはスルターンに即位（在位865／1461年）すると，彼をカイロに参上させた。彼

は（8）65年Ramaqan月初め到着してal－Mu’ayyadは名轡の衣を与えた。

　このスルターンの時代は彼にとってスルターンとのここで述べられているような約束の有

無は別にして政治的には恵まれないときであったろうが，859年から64年にかけての5年間の

タラーブルス滞在は彼膚身にとって思索と著作活動の故郷とでも雷える場所の発見であった

ことが推察される。より詳しく述べているであろうこの書物のこの年代の部分は残念にも失

われている。

9．

　次にa孝一舞hir　Kh残shqadamがスルターンになったが（在位865／1461一一872／1467年），彼は彼を認めそば

に侍らせ特薦した。スルターンは彼がかねてから保持していたダマスカスのアミール職待遇のままカ

イロに滞在することを認めた。また金曜覆と火曜日の週二回面会することを許した。また彼に以前彼

の名前で支給されていて，のち除外されていた手当を戻させるとともに，彼は肉やまぐさ等を支給した。

彼は彼を身近に侍らせ，私事を話し，多くの事柄に彼の忠告を求め，彼の仲介することの多くを受け入

れた。彼は当時重要な裁定や決定に係わった。多くの入口は彼の仲介で益を得た。入牢は彼の館の扉

　を霞指し，行き来したが，彼も徳があり，尊厳を持っていて，頼みに来る者が何を持っているか頓着しな

いので人々が殺到する状態であった。

　彼は多くの重要案件について王国の遠隔地と書簡を交え，決定して，建議した。保護と信頼のなか，

　このようなことが続いていたが，（8）71年に（この本で）前に説明したカリフal－Mustanlid　billahi（在位

859一・884／1455－79年）のことがあった。即ち彼はカリフの要請を受けて，以前のようにカリフをカリフ

の居住地区に（m鱒all　sukna　al・Khulafa’）威すことを進言して，拘束と見なされることをしないように

言ったが，スルターンは彼の考えを聞き入れなかった。

　事態は（この本で）前述したようなことになり，彼はメッカに遠ざけられた。以降のことについては，

あなたは既に（この本で）知っておりここでは繰り返さずまた説明もしない。即ち彼がいかにこの年の

Amir　ar－Rakbの‘Abd　a脚aqq　b、　a1Junaydと共にイラークの巡礼団に随行してイラークに向かったか

又彼がいかにこれらの諸国を自由に動いたかである。かねてから彼の目的はイラークとタブリーズの

王Jih2n　Shahとの会見であった。そこで（この本で）前述したようにEasan　at－Tawilの乎で彼が殺害

　されるという事件があった。

　aqlahir　Khushqadamが亡くなった（872／1467年）ので，父はこの王国に戻り，アレッポに向かった。

　この（7）3年の初めにはタラーブルスに入った。彼は人から離れて自分の館に滞在して，神に向かい，

僑傭と善行とコーラン読訥に献身して自分の事柄にかかり切りとなった。突然の死を予期していたよ

　うであった。
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　タラーブルスでの期間は侮カ月かで終わり，何臼問か腹の病にかかった後彼は突然，死に襲われた。

彼は死を予期したとき，彼には俗世のはかないもの若干すなわち現金でいくらかに昇る額があり，彼は

それを持ってこさせ息子達に分割して相続させた。／（fol．232b＞当蒔私（‘Abd　a1．Basit）はカイロにいた

が彼は私の持ち分を分けてくれた。彼はこの総額のうち3分の1を親友達や第一夫人（四人）以外の妻

達等に分け与えた。彼は遺体を清める者を呼びに行かせ，彼に金1ディーーナールを与えて，次のように

搾った。「私が死ねば私を清めるために参上せよ」そして彼はどのように清めるかを指示した。彼は次

のように書つた「身につけているものをとり，衣をはぎ，コーラン読説をせよ。」と。そして侮Bか後に

彼は激しい胃腸の病気のために∫u頗daH月13臼水曜臼の夜に亡くなった。葬儀の準備がなされ経帷

子が着せられた。木曜Eの朝に彼の館で彼に礼拝が捧げられ，用意していた墓に埋葬された。

　晩年の6年問のカイロにおける宮廷での活躍とスルターンとのアッバース朝カリフの処遇

をめぐる対立とタラーブルスへの帰還と死を扱っている。このカリフはエジプトのアッバー

ス朝！3代目のカリフで，865／1461年にa拷ahir　Khushqadamがスルターンになったときシリ

アのナーイブであったJanim　al－Ashrafiが激しく反対したので，彼は反対勢力に利用される

のを恐れてカイロの城塞にカリフや大仁ーディーや高脚達を住まわせた。J盃Rim　al－Ashrafi

は867／1462年に死亡して当座の脅威はなくなったが，カリフだけは死ぬまで強湖的に城塞に

住まわされることとなった。隅蒔代人にとってはカリフを城塞に移すことはa4Z簗hir

Khushqadamの歴史的な選択と見なされた。この時以後カリフはマムルーク朝滅亡まで城塞

に住まわされることとなった［E12，　VII，　727，　art．，“al－MUSTANDJID（II）”by　U．　Haarmann］。

　‘Abd　al－B2sitの歴史叙述の特徴としてアッバース朝カリフの尊重があげられるがそれは父

を巻き込んだこの事件の影響もあると思われる。922年以前の叙述は概ね簡単なlbR　lyasも

87／年Ra恥a面n月の部分で「スルターンはal－Ghars　Khali1一彼はash－Shaykh‘Abd　al一距麟

の父であるが　　への寵がなくなり，メッカへ出発するように命じた。それに彼からダマス

カスに持っていたアミールの地位を剥奪した。彼は彼に殴りかからんばかりであった。彼の

ところには取り巻きの高宮達がいたがあたかも彼を知らないように彼から屋をそむけた。こ

れは諸王の習いである■Bad琶’i‘，　II，448］と伝えている。死んだH付について他の史料は全て

Jum　ada　1　J9である［aφ一paw’，工II，196；Bad5’i‘，　III，25；Nayl，　Hunt、610，　fol．206b－207a］。

1e．

　　彼は多くの嘗職を歴i任して感謝すべき生涯を送った。彼は管轄したイスラム教徒の物事に公正と公

　平さを持って臨み，同情心が摩かった。アレキサンドリアのナーイブ職を辞任したときには三民は彼

　の館の門を閉め，助けを求め，出発を思い留まるようにと望み，ついに彼は十分に納得させて出立せざ

　るをえないぐらいであった。団結なことはカラクの町でも起きた。カラクの住畏は彼の前に立ち次の

　ように言った。「もし私たちにあなたをこの要塞に止めることをお望みなら私たちはあなたにつき従

　います。私たちはスルターンを恐れておりません」と。マラティーヤでも辞任に際しても岡様なこと

　があった。
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　彼は人々を好み，謙遜する人にはより謙遜の態度で接した。彼は流血は好まず，どんな状況でも彼の

在任中流it五の事態には進まなかった。流血に同意しなかったことは彼の稀なことの一つとして数えら

れている程である。例外は￥asan　Qajaの絞首刑であるが，それはa多・簗hirに反旗を翻し兄弟の

Taghrr　Birmishと共に反乱を起こしたためであったし，それもa舜ahlrの命令と裁断に従ったので

あった。

　（以下の部分では彼の性質の良き点を列挙している。この訳では省略するが，そのなかで職務執行に

関しては「彼は王権と諸王と諸国の方式㌻ara’iqに精課しており」「いにしえの諸王や諸アミールのやり

方に従った統治の法則を堅持した」ことがあげられている。）

　彼は，殊にカイUで隙となるような宴会を開くのが常であった。多くの人々は彼の宴会を基準とし

て全てのアミールたちのそれを評価した。同様にマムルークたちのある者は彼らの主人たち（のそれ）

を評姫した。宴会にはライース達や名士達その他の看が多く繊濾したが，特にマウキブのときで彼が

カイロにいたH々にはそうであった。

　彼は大変寛大であった。・・（中略）・・友人を大切にして行き来が頻繁であった。・・（中略）・・

知識人と学生，徳や才能のある者を好み優遇した。又貧慧や信御に正しい人や神に近づく者を妊み，信

頼ある者は彼についてアウラード・アン・ナースのスルターンと書うほどであった。al－Ashraf

Barsbay王朝時代カラクのナーイブ職に就任する前に何度もダマスカスのナーイブ職の候補者にされ

た。私が思うに彼はカラクのナーイブであったときスルター一一ンに書簡を送るときにダマスカスのナー

イブのように赤い紙に書いた1口最後の人間であった。

　また彼は，勇気があり騎士道の各種やその他の技芸を知っており，それらの技芸の達入に試合を申し

込み彼らに恥をかかせるほどであった。これに関しての話が幾つもあるが，それを述べる紙幅はない。

　彼は禁止されていることや安逸やワインを慎んでいた。／（fol．233a）彼はかつてワインを腹に入れ

ないと誓いそれは堅く守っていた。

　彼はZZ’EEIのもとで大変尊敬さ2’L　a多・zahirは彼に呼びかけるのに（臣下が主鱈に呼びかけるように）ya

saiyidi（・・殿）と醤い，席から立ち上がった。また彼は何度も彼の前に立ち，彼を座らせるほどであっ

た。a多一簗hir　Khushqadamについて潤えばなんとすばらしく彼を重用したことか。スルターンは彼が

伺候すると自ら彼の方に向かい，ある折りには彼の前に立ち彼を座らせた。彼が彼のマジュリスに蒲

席すると彼は彼に近付き又彼に示すような尊重の念を持って彼以外の春に話すことはなかった。・・

（以下省略）・・。

　（以下略した部分は，断食をはじめ礼拝やコーラン読講やズィクルなど彼が信仰の念に篤いことを示

す部分である。〉

　又書物を読み研究して著作をした。著作は30冊を越える12｝。その中には以下の書物がある。（以下

省略した書目については表2参照）

　（以下写本foL　233aの残りからfoL　234bの初めまでは彼と著名人のとの間にやり取りされた詩が，

作られた背景と共に説明されている。先ずこれは他の史料にも引用されているIbn輩ajarとの詩のや

り取りが述べられる。次に1（atib　as－Sirrのal－QadH（amal　ad・Din　b．　al－Bariziとのやり取り，次いで大

カーデd一のMujib　ad－Dln　Abit　al－Walid　b．　Shibna　al・恥na貸が87！年にハリーールがアレッポからマラ

ティーヤに向かう階に詩作したものがあげられている。次いで彼への頒詩を作った至bn　Sharaf　al．
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Mardini等当時の有名詩人の名があげられている。）

　彼（Khalil）の伝記を書いた者にIS　Shams　ad・Din　Mullammad　b．‘Abd　al－M癖sin　as－Sakandariがいて

彼はαd・Durar　as－Saniya　fi－1－M2tha－sin　al－Ch・arsiyaという大部の書物を著した。また，ある有徳の人物は

同じく伝記餅R願4αi・Qttdsiyα　fi－Z一磁‘鄭伽αZ－Ghαγ吻αを書いた。またash－Shaykh　Ibrahim　b．‘Abd

ar－Razzaqは，彼に捧げられた／（fol．234b＞カスィーダを集めた。

　彼には40人以上の子供が産まれ，20人以上の女性と結婚して，30人を越える女奴隷を第一夫人以外の

夫人とした。約2QO入のマムルーークを所有したが，以前に彼らの一部を解放して，第一夫入以外の央人

や彼の子供の母性の何人かと，彼女たちを解放後に婁せたので，彼のマムルークの子供達の多くは母方

を通じて彼の子供達の兄弟となった。

　エジプトのスルターン以外にも，イスラームの諸王達の何人かは彼と書簡のやり取りをした。例え

ばlbn　Uthman　Mur2d　Bakやlbn　Qurman　al－Amir　lbrahimやaL耳ISnの領主で（この本に）伝記を述べ

たal－Kamil　Khali1である。

　彼が遺した建造物にはタラーブルスに建設したモスク，墓，館，アレキサンドリアのDar　Sa‘adaに建

設したal－Maq‘ad　a1－Mu’agegam，ヘブロンの双書者アル・ハi］　一ル・マドラサ付属の繭がある。

　以上は我々が彼の伝記から要約したもので，もし彼の良き点や状態や物事の推移を述べようとすれ

ば何心も必要である。彼が最後になしたことは俗世界を捨て，俗世や俗人から遠く離れて注意を向け

ることなく，タラーブルスの彼の館に籠り我々が既に述べたように大きな善行に身を捧げた。（8）刀年

からこの奪までいかなる職務にも就かず131，霞分のことに掛かり切りになった。彼は多くの善行と慈

善を施した。沢山の場所を購入してワクフとした。彼は健康のときや病気のときにも応分の喜捨をし

た。最後に眼を病み前述のように亡くなった。彼の経愚子は長年彼のもとに用意されていた。至高至

大なる神よ慈悲をもって彼をお守りください。我々と彼の間に天国を集めてください。

　彼は稲続人の中に6人の男，私はその一人である，と一人の娘と三人の妻，一その一一人がash－

Shaykh　Shams　ad－Din　al畢an誼の娘as－Sitta　F韻雛aである，彼女については，神が望み賜うならば，後

で述べることにしたい一以上の者を残した。

rv

　この伝記には，カラクのナーイブ就任の時のスルターンとの会話，イーナールとの約束，戦

いでの手柄話にみられる逸話に富んだハリーール自身の回想録的な側面があり，また誕生にま

つわる母の願掛けにみられる人々のレベルでの僑仰のありよう等がよく描写されている。息

子による父の顕彰のためか辛い評価は述べられていない。そのためか姻戚の奴隷商人の仲介

でスルターンのマムルークになったという重要な転機とアウラード・アン・ナースの世代の

一つの家族の社会環境をうかがわせる事実は述べられていない。宮職と身分については社会

的地位を全体として誇張する傾向があると考えられるので他の史料により彼の窟職と地位を

跡づけることと他の事例との比較が必要であるが，そのための重要な土台となる記述であろ

う。
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　ブルジー・マムルーク朝時代の始まりまでにはマムルークとしてイスラーム世界に入り，

狩りの技能を生かして主人に仕え，カイロで妻の父の廟に葬られた祖父Shahln，アウラー

ド・アン・ナースであるがマムルークとなり次いで官職を歴任すると共に行政窟の能力を生

かして著作を行い，気に入った任地に墓を作りそこに葬られた父Khalil，本稿では触れること

ができなかったが窟職には就任せず若いときに5年間（866／1461－871／1467年）商売をしなが

らマグリブ，アンダルスに学問の旅をしてのちカイロに居住して信仰生活に入りまた著作活

動を行いオスマーン朝のエジプト征服3年前に没した著者‘Abd　alBaslζの3代にわたる生

涯はブルジー・マムルーク朝時代の歩みと重なりしかも後者2人は同時代を記録したのであ

る。

　この記録の特徴にはその他次のようなものがある。先ず，他の史料，その中にはLAbd　al－

B5si㌻の別の書物（例えばNayl）も含まれるが，それらにおいて年紀が明らかなものでここで

は異説を並記したり不確かなところがあることについて，例えば生年と没年についてである

が，これはどう解釈できるだろうか。現在ar－Rawdは洋装本で2巻に製本されているが，第

一巻には錯簡がありまた第二巻には本文と岡じ筆跡でメモのような小さな紙が一枚挿まれて

製本されている。したがってこの写本の形態からこの書物の第二稿が書かれたのではないか

と想像される。また’Abd　al－Btisitは，彼の別の著作である人名録Ma悔a‘やadh－Dhahabiの

Duwal　al・lsldmの続編として書かれた簡単な叙述の年代記Naylにおいて，度々詳しくはar・

Rawdに述べたと記している。このことからもこの書物の第二稿の存在が予想される。しか

し，現在までのところ発見されていない。

　本稿はar－Rawdという著作の全体像を探る試みの一つであり，様々な他の史料との突き合

わせによって，当時のより具体的な歴史像が浮かび上がることが期待される。例えば842年に

起きたlnal　alJakamiとTaghri　Birmishの反乱についてlbn　Taghri　Birdiのan－Nujfirnの記述

と比較すればその生き生きとした描写に気がつくことであろう。またこの戦いにはlbn

Taghri　Birdiの縁の者も参加している。これは一つの例であるが全体にわたりこの両者の記

述を比較することがこれからの課題の一つである。

　ハリールについてはここで名前の上げられている彼をめぐるウラマーの情報や，失われた

あるいは現在まで発見されていない彼の書物や彼について書かれた書物について簡単ではあ

るが内容を説明した部分は貴重である。それらの検討はar－Rawqを始めとした‘Abd　al－

Basitの他の著作の特徴を探る試みと並行して行うことにしたい。

注

1）　マムルーク朝時代の歴i史書の研究の現状については，Ll　Guo（1997）がまとめている。エジプトを中

　心としてこの10年間における歴i史史料校訂の進展と問題点については「マムルーク朝蒔代15世紀半ば

　の歴史記述について一‘Abd　al－Basi㌻　a！一Hanafiの場合」盆画中東学会第王3回年次大会，1997年5月ll

　H）において発表した。
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2）Eア，III，　935，　art．，　“IBN　SHAHIN”，　by∫．　Gaulmier　and　T．　Fahd，’O　Zubda－Gaulmer，　LII－LVIIの研究。

　Martel－Thoumian，　B．（1991），16－21．は息子の歴史書Nの‘の紹介とKitdb　Zubdat　J（ashf　al－Mainalthの

　執筆年代について諸説を紹介しているが本稿で紹介しているar－Rawgの記事は触れられていない。

3）‘lzz　ad－Din（1990）はこの著者についての研究であり，それぞれの著作の内容を紹介しているがNαy4

　1励グ㌔4醐泌六諭は利用していない。またハリールについての検討はない。ar・RatV4，　MaJ’ma　L　Nα鉱

　fnbd　’一　‘A　bdα昭d5殖相互の関係と内容紹介は前記発表で行った。また同時代入にラカブも同じal－

　Qa41　Zayn　ad－Dln‘Abd　al－Basi㌻b．　Khalilという入物がいるが，彼についてas－Sakhawiが別面である

　ことを明記しているが〔aφ・paw’，　IV，　24－7］，王bn　lyasの薪版の校讃本（Bada’i’）の索引は旧版の索引を

　踏襲して混岡しているので注意を要する。Brockelmann，　C．，　GAL，　S王I　p．52に彼の典拠として引用す

　るash－Shawkani，王．315－7は後者である。

4）　ar－Raw〈1，　vei．　II，　fol．259a－259bすなわちこの書物の末尾はlbn　Taghri　Birdlの伝記である。　fol．

　258bとfol．259aとの間には一葉の欠落があると思われ伝記の最初の部分は失われている。

5）彼は歴史家aFAyniが彼のために書物を捧げている有力な人物の一人でもある。［al－Manhal，　W，

　3！2－4］

6＞‘Abd　al－Basitは，序文で本書を書く取的を述べているがその一つがInba’al－Ghumrの続編を書くこ

　とであった［ar－Rawq，　voH，　fG1ユb］。その作婁過程を如実に物語るのが‘Abd盛Basltの署名を持つ

　補訂部分や骨出した記述が余白にびっしりと書き込まれ，ある部分には余由だけでは足らず紙片を挟

　み込んだlnba’a1一Ghumrの一つの写本（lnba’一‘Abd　al－Basit）である。

7）　史料によりJanbak　at－丁目r，　3andar　an．Nttrと異同がある。

8）　Martel－Thoumian，　B．（1991）はp．447のワズィーールー覧表でad．paw’，　III，！95を禺典としているが，

　至bn　Taghri　B玉rd1の寵す在職年代をあげている。

9）原文は’ala．s．Sttltafi、ftyniと双数形であるが意味が不明なのでこのように訳した。

10）　al－Manhal，　V，260の注1，しかしal－Malik　a4－Zahir　Barqaqとあるのはal・Malik　a4一舞hir　Jaqmaqの

　悶違いである。

ll）赤い紙については，イスラム暦7世紀の初めアイユーブ朝時代にal一‘Adilが領土を3分割して3人

　の息子達にそれぞれ統治させたときに3人はお互いに赤い紙を使い書状をやり取りした。エジプト

　が政治の中心となりスルターンが統治してダマスカスとカラクについてはナーイブが統治するよう

　になってからも二人のナーイブは赤い紙を使い続けた。［Zubda，131－2；Zubda・Gaulmer，218一・9］カラ

　クのナーイブの特別な地位を印象づける行為であった。E1名1，197一一8，　art．，“al一‘ADIL”by　HAR．　Gibb；

　IV，　520－1，　art．，　“al－KAMIL”　by　1－1．L．　Gottschalk；　VII，　989－9e，　“al－NA＄IR”　by　K．V．　Zetterst6en］

12）as－Sakhawiは前述したように同じく約30冊と述べるが1b旦Taghri　Blrdiと同じ6｛｝｝｝しかあげてい

　ないG［a俳Paw’JIL　197］

13）　この部分原文はmin　ghayri’an…　　と続き，「職務に就いたことを除いては」とあるが意味が通じ

　ないのでこのように訳した。
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表lKhalil　b．　Sh2hinの年譜

　　　Ibn　Taghri　Birdl

［al－Manhal，　V，　258－261；　an－Nujfim］

813年イェルサレム生まれ。

　父Shahinはal－AmTr　Shaykh　as－Safawi（d．

801／1398）のマムルーーク出身でイェルサレムの

ナーイブ兼N巨zlr。

　父ShahinがカイロでアミールUzbak　ad－

Dawadar（d．833／1429）るこ仕える。

　父Sh2hinの死後岡じくUzbak　ad－Dawadarに

仕えた。Uzbakが捕らえられた（831年）後スル

ターンのマムルークとなる。

Rajib　lskafidarlya

837年RabI‘a月10日Nazir職舞三島

837奪Shawwa1月23日ナーーイブ就任。　Nazir職と

　Hajib職も兼任。

839年Jumada夏王月23日木曜日ナーイブ辞任。カ

　イロに参上しAmir　Tablkhanatのイクターを得

　る。

839卑Rajab月7H木曜日鋳造所のNazir（Nazir

　Dar　ad－Darb）e

839年Ramadan月7日前曙i摂からShawwal月8

　日ワズイール職。

840年a1－H葡bi－1－Mahmilのアミール。カイロに

　戻る。

8戯＝年Rab1‘1月5日土mp　9　al・Karakのナーイブ。

841年Dh一一1・Hllla月13日al・Karakのナーイブ（諸

　ナーイブー覧表の中に）。

841年末Malatlyaのナーイブ。（4年以上滞在）

　（2度カイロに出向き辞任を求め2度鼠に承認

される。）

　as－Sakhaw了十夏bn王yきs

［ad－Daw’，　III，　195－8］　〈Bada’i‘〉

813年Sha‘b加月イェルサレム生まれ。

＜793奪生まれ［Badti’i‘，張，25］＞

　15歳のとき（828隼）父と共にカイm。

　父の死後Uzbak　ad－1）awadarに短期間マムルー

クとして仕える。

　Uzbakが捕らえられた（831年）後スルターンの

マムルークとなる。

　Nazir　lskandarlya，　Haj　ib，　adh・Dhakhlraに係わ

る香料の売却as当　Nazirに任命。

837年〈Rabi‘豆1月［Bada’i‘，王1，153］〉アレキサン

　ドリアのナーイブ。

a1－KhwaRd　Julban　Umm　a1一‘Azizの儲妹と結婚。

　Amir　Tablkh2nfitとしてカイロに戻る。

　鋳造所のNazir（Nazir　Dar　ad－Darb）

　〈839年Ramadan月［Bada’i‘，　II，169］〉ワ

ズイーール職（短期間），　muqaddam。

　〈840年Safar月［Bada’it　II，172］ワズィール職

辞任〉。

　840卑〈Rajab、目［Badぎ1‘，薫1，174］＞Amir　al－lj議jj

任命。Shawwal月巡礼に出発

　〈841隼a1－Muharram月［Bada’i‘，　II，王77］〉巡礼

団カイロに戻る。

　＜84王年Safar月［Bad盃’i‘，琵，177］＞al－Karakの

ナーイブ。
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842年∫u！頗da　I月15日火曜日SafadのAtabak。

　（an－Nu緯mのみ）。

847年Jumada　II月20　B月曜日（日付an－NLijitmの

　み）アレッポのAtabak職。

848年Rabl‘H月3H月曜日（日付はan－Nu釦mの

　み）アレッポのAtabak職免職。

　イェルサレムに無役で滞在。巡礼。

850年Muharram月3露木曜Hイェルサレムの

　ナーイブ。（an－NujUinのみ）

カイロに引向きダマスカスのTaqdima　Alfの地位

　を得てダマスカスに滞在。

851年Muharram月1B土曜BダマスカスのTa－

　qdima　Alfの地位を得る。（an－NulCmのみ）。

854年カイロに2度農の到着。（lbn　Taghri　Birdi

　と会見）

857卑al－Malik　az・Zah三r　Jaqmaq時代のシリアの

　ナーイブ表の中にal－Karakのナーイブ。（an－

　Nu挿mのみ）。

＜842薙Rajab月［Bada’i‘，　II，205］＞al－Karakの

ナーイブ職免職。

〈842年Rajab月SafadのAtabak

　［Bada’i‘，　II，　205］　＞

SafadのAtab欲待遇

＜842年1）hu－1－Qa‘da月［Bada’i‘，　II，215］＞

Malatiyaのナ・・一イブ（4年以上滞在）。

　（2度カイロに出向き辞任を求め2度目に承認、

される。）

　アレッポのAtabak職。

　アレッポの城塞の獄につながれる。

　1bn　Halarの仲介により釈放される。

　ヘブロン滞在。

　〈850年al－Muharram月［Bad2’i‘，　II，254］〉イェ

ルサレムのナーイブ。

　ダマスカスのTaqdima。ナーイブ。次いで

Amir‘Asharaがつけ加えられた。

　A1振r　al－Hajj　ad－Dimashq1を2度つとめる。

　（一度臼はaz－Zahir　Jaqmaq　eW代（842－857）の終

わり，二度臼はal－Ashraf　inal王朝（857－865）のは

じめ）

　タラーブルス滞在。20人長の地位。

　ダマスカスに20人長の地位を得て戻る。al－

Mu’ayyad（865／1461）はカイロにおけるtaqdima

を与えようとした。

　＜865年Sha‘ban月［Bada’i‘，　II，375］，ダマスカ

スからカイロに。カイロ滞在。＞

　az－Zah三r　Khushqadarn時代初期，20入長iの地位。

公務から免除されてカイロ滞在。

　〈871年Ramadan月［Bada’i’，　II，448］〉アミー

ルの地位を剥奪。イラークの巡礼団と共にイラー

クに向かい，al－HillaやBaghdadなどを訪問。

　az－zahir　Khushqadamの死後，アレッポ。タ

ラーブルス。

　873年∫ulnada正月没。〈［Bada’i’，　III，25］〉
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表2　Khalll　b．　Shahinの著作一一覧

繊典・［ar・Rawd，　vol．　II，　fol．233a；al－Manhal，　V，258一・261；Hadiyat，　V，353－54］

　17冊とal－Manhalのみに見られる1　・eeの全18冊，　al－ManhalとHadiyatにあげられている書冒はカッコ

に括った。表の中の簡単な説明はar・Rawdとal－Manhalにあるもの。

．
　
　

7
　
　

1
2
9
Q．　
　
　
響
　
　
　
C

4
5
ρ
0
7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

B励伽α∫一ル毎s切喬πノi　Tのfsir　at－Qur’df・t　at一　’Agim

at’一　Tithfat　at－Manifat　fi－t－AEiddith　ash－Sharifa

al・Mawd励fi　Alehla－q　at一諭41励ib（1．αムム血翻掘δプτ、轍laq　at・Madhdhib，　fi　Alehle伽αs’L・∫海α〆α3’t・

Shan’?〔al－Manhal］，al一臨磁航わノi　Ale1・tl（i〈7α1－Madhdihib〔Hadly　at］　）

al・Tα馬蝉β加ωδ‘at・　Tα‘azτr

肋ゴαげ箆”痂プαla　Madhammαt．　Sltαr励al－1（励｝瞬γ

al・lshdrdt方‘∬tm　al－7bdira．，大部な全2巻（4．癬頗δat－lsharat〆i‘Jlm　at・　‘／bara［a1－Manhal］，Kitdbαル

撤爾げぞ‘伽α‘・4乃颪瞬戸一’一Tασbir［Hadlyat］＞

ai・κawflab　at－Mimir　fi掘正αかTα‘bτr（3．　Kit．ab　at・Kawhab　ai・M癩γπUs2Ttt　at・Tα‘bir　［al－Manha｝］，aエ・

Kawleab　al－Mi・mt－r　fi　Usilt　at一　Ta‘bir　［ffadiyat］　）

Kashf　al－Maindlile繊BayaOtα‘．，7’uγ1tq　wα一1．Masalik，全2巻（Kashf　at・Mafnaliie　wa　Bayのn　at．一TZtrttq　ua・1・

Mdsdtth　［HadTyat］）

Zubdat　Kasltfα1．Ma7ndt・ife，上言己の書物を約二分の一に要約したもの（Z＃bdat　f（ashf　at・Ma」・ndtile万

B・yan　ag．争欄・〃・・’・M・・dilile　fi　F・幽趣・［R・dly・t】）

Zubdαt　az・Zttbda，上記の書物を要約したもの（？aE・＄afwαt．fi　Talleitis．　az－Zubdα［Hadiyaの

Ki励al－ktshdi’　aslt－Sharif　ua　・m．励瀬禰．ぬ‘〃Talid　wa　Tarif（？2．κi励α1一舶‘πザ餌・加s’・σ’ash－

Sharif［a1－Manhal］，al－M伽zげ声・1・加s短’αs済レ∫勲γザ［Hadiyat］）

al・一Ghdya　fi－4’一Tibb

at－Mit‘ta7nal　fi－1－Ghala．t　al－klfitsta3nal

adh－Dhalehira　1・i　Waqt　al－Uira

Dt－wdn　1〈htttab

Dτ磁7z翫砕，全3巻（6．　Diwdn　Shi‘r，　tX巻かにわたるもの［al－Manhal］）

書簡

18．（5．fCi励・d・D・tr・rat・al－Mu⑳at・fi－s・∫磁‘・1・Mu吻α‘［al－Manha1］，αd－Durrat　al－Mz吻・域一3・Sτ剛．　at一

　　　脇‘ア4iyat［Hadiyat］）
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図1．‘Abd　al－Basit　al諏ana負，αr－1～αω4αZ8δε伽π1ノδ磁4伽α1一‘ひmrτ〃α一かTαγの甑Vat．　Arabo

　　729，　fol．　229b．
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（四天王寺国際仏教大学文学部）


